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杉戸議会です
こんにちは



松
ま つ

田
だ

英
ひ で

雄
お

さん
思いのほか小さな建物で狭く感じます。中央公民館で活動していたいくつかの団体は他の施設に移りました。
どこの施設にもある普通のアップライトピアノが置けず電子ピアノの貸し出しですが、普通のピアノが良い
と思います。俳句サークルなど少人数で集まるには静かで良い雰囲気です。
足りないものをねだるより、今あるものを工夫して気持ちよく使わせてもらうことが良いと思います。
令和７年２月３日発行 2

ココティすぎと

評価 感想評価 感想評価 感想令和６年開設の複合施設令和６年4月開設の複合施設

思いのほか小さな建物で狭く感じます。中央公民館で活動していたいくつかの団体は他の施設に移りました。

町民インタビュー

旧杉戸小学校跡地に賑わいと活力
あふれるまちづくりを目指し開設。
１階には図書室、多目的室、テラス
　　　　調理室（シェアキッチン）
２階には子育て支援センター
　　　　杉戸町商工会
　が入居し、まちづくり・
　子育て支援の拠点と
　なります。

河河
かわ

野野
の

英
え

里
り

さん夫妻・綾
あや

日
ひ

さん

テラスと庭がよく、
杉戸は空が広くて気持ちいいです。杉戸は空が広くて気持ちいいです。
鉄棒やブランコとか遊具が鉄棒やブランコとか遊具が

もっと増えるとうれしいですし、もっと増えるとうれしいですし、
子どもが成長したら図書室を子どもが成長したら図書室を
使いたいので、本棚が
もっと埋まるといいです。もっと埋まるといいです。杉戸中央みちのこ保育園

園児が児童公園をいつも
利用させて頂いております。

かけっこや芝生でお弁当を食べたり、
のびのびと遊べて大満足です。要望
としては、幼児が遊べる遊具がある
と嬉しいです。野球やサッカーなど

のボール遊びが危険と
感じることが
あります。

田
た

中
な か

健
け ん

志
し

郎
ろ う

さん
杉戸町商工会青年部長
新しくなって会議は
ほぼココティ !
使い勝手が良い！

ココティすぎと概要

佐左ヱ門在住佐左ヱ門在住

清地在住

商工会青年部
インスタグラム

B&Hフェス
インスタグラム

下総・武蔵B&H
フェスティバル



大井弘 さん
月に 1・2 回ほど利用しています。
図書室があって良いですし、
駅に近くて便利だと思います。

議会だより取材のご協力
誠にありがとうございます。
町民の皆様の声・ご意見を
町議会議員が取材して
おります。
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町民インタビュー

ココティすぎと

評価 感想評価 感想評価 感想令和６年開設の複合施設令和６年4月開設の複合施設

議会だより取材のご協力 大
おお

井
い

弘
こ う

一
い ち

さん

井
い

口
ぐ ち

雅
ま さ

夫
お

さん

町民に広く開かれた施設設計
は、大変有り難く思います。
一つ希望するならば、
高齢者と未就学児との
交流の場が有れば、

より活性化に繋がるのでは
ないでしょうか？

伊
い

藤
と う

淑
よ し

子
こ

さん（写真右）

孫と遊びに来てお盆でも
開いていて、助かりました。

木のおもちゃから
勉強室までいろいろな年齢で
使え、これからもたくさん
使えると思いました。

さん
清地在住

高野台在住

倉松在住倉松在住

VOICE ONLY
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令
和
６
年
12
月
議
会
は
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の

23
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
条
例
、
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど
計
22
議
案
を
審
議
し
、
全
て
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
「
町
民
の
生
活
は
苦
し
い
の
に
、

ど
う
し
て
公
務
員
の
給
与
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
の
か
」
に
対
す
る
当

町
の
回
答
が
、「
民
間
と
の
給
与

較
差
を
埋
め
る
人
事
院
勧
告
が
あ

っ
た
か
ら
」
で
す
。
こ
れ
に
、
町

民
か
ら
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
か
懸

念
し
て
い
ま
す
。
大
前
提
と
し
て
、

給
与
は
町
民
の
血
税
で
す
。
民

間
で
は
実
質
賃
金
を
上
げ
た
い
け

れ
ど
、
上
げ
ら
れ
な
い
現
状
も
あ

り
ま
す
。
当
町
の
実
情
を
精
査
し
、

改
定
に
至
る
ま
で
の
根
拠
を
示
す

等
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

　
無
会
派　
　

　
久
松
祐
樹

反
対

　

今
回
の
国
保
税
率
の
改
定
は
、
令

和
９
年
度
か
ら
の
保
険
税
水
準
の

「
準
統
一
」
に
向
け
、
税
率
の
大
幅

な
引
き
上
げ
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る

３
年
連
続
の
税
率
改
定
の
第
１
段
階

・
序
章
に
過
ぎ
な
い
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
「
子
ど
も
均
等

割
の
多
子
世
帯
減
免
制
度
」
の
廃
止

は
、
町
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
子

育
て
支
援
策
に
も
逆
行
す
る
。

　

税
率
の
引
き
上
げ
と
多
子
世
帯
減

免
の
廃
止
は
、
町
民
の
暮
ら
し
を
一

層
追
い
詰
め
る
も
の
で
容
認
で
き
な

い
。

　
日
本
共
産
党

　
江
口
栄
子

反
対

　

本
条
例
改
正
案
に
は
、
配
偶
者

手
当
の
廃
止
や
地
域
手
当
の
引
き

下
げ
、
中
高
年
層
職
員
の
昇
給
カ

ー
ブ
の
抑
制
等
の
マ
イ
ナ
ス
面
が

あ
る
。

　

一
方
で
、
平
均
３
％
増
の
給
料

改
定
や
期
末
・
勤
勉
手
当
の
引
き

上
げ
、
初
任
給
や
若
年
層
職
員
の

給
与
水
準
の
大
幅
引
き
上
げ
な
ど

の
プ
ラ
ス
面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

以
上
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、

大
多
数
の
職
員
や
若
手
職
員
の
定

着
促
進
面
に
お
い
て
一
定
の
プ
ラ

ス
効
果
が
あ
る
の
で
賛
成
を
す
る
。

　
日
本
共
産
党

　
上
田　
聡

賛
成

　

町
の
国
保
の
引
上
げ
だ
け
反
対

し
て
も
、
別
の
形
の
増
税
に
な
る

か
、
将
来
世
代
へ
の
借
金
に
な
る

か
で
す
。
当
町
で
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
が
行
わ
れ
、
他
事
業

へ
の
影
響
も
あ
り
、
運
営
維
持
の

た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う

立
場
か
ら
の
賛
成
で
す
。

私
は
、
本
当
に
そ
の
治
療
や
処

方
薬
は
必
要
な
の
か
疑
問
に
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
困

っ
て
い
る
方
に
必
要
な
分
だ
け
の

治
療
と
処
方
が
、
財
政
破
綻
を
避

け
る
た
め
に
は
大
切
で
す
。

　
無
会
派　
　

久
松
祐
樹

賛
成

条例

賛成13：反対１で可決

人事院勧告に基づき、人事院勧告に基づき、杉戸町職員給与  改正杉戸町職員給与  改正

国民健康保険事業の
安定的な運営のため

国民健康保険税 令和７年度より引き上げ国民健康保険税 令和７年度より引き上げ
●納期ごとの分割金額を1000円単位から100円単位へ●納期ごとの分割金額を1000円単位から100円単位へ
●●多子世帯減免制度　令和７年３月31日で廃止多子世帯減免制度　令和７年３月31日で廃止 賛成10：反対３で可決

引き上げ理由は

 一人当たりの
医療費が上昇❷
 これ以上の一般会計か
らの繰り出しが困難❸

後期高齢者医療保険制
度への移行の増加など
により被保険者数が減
少し、そのため国民健
康保険税収入が減少

❶

●平均３％増の給料改定
●期末・勤勉手当総支給月数 ▶ 0.10月増加 ※町長・副町長・教育長・議員も0.10月増加
● 配偶者の扶養手当を廃止し、子に対する支給額を増額 ▶ １万円から１万3000円へ
●地域手当 ▶ ６％から４％へ
●通勤手当の上限額 ▶ 月額5万5000円から15万円へ

主
な
改
正
内
容
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委
託
料
追
加
分
158

万
２
千
円
の
理
由
は
。

　

高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

等
の
自
宅
に
昼
食
を
配
達

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
令
和

５
年
度
か
ら
２
業
者
の
選

択
制
と
な
り
、
普
通
食
や

減
塩
食
、
や
わ
ら
か
い
ム

ー
ス
食
な
ど
提
供
し
て
い

ま
す
。
追
加
補
正
の
理
由

は
、
利
用
者
数
お
よ
び
食

数
の
増
加
に
よ
り
委
託
料

が
不
足
し
た
た
め
で
す
。

補正予算

　

補
助
金
150
万
円
の

内
容
は
。

　

次
世
代
を
担
う
農

業
者
の
不
安
定
な
就

農
直
後
の
経
営
を
支
援
す

る
た
め
、
一
人
当
た
り
年

150
万
円
を
交
付
す
る
制
度

で
、
最
大
3
年
間
支
援
し

ま
す
。
財
源
は
県
補
助
金
、

対
象
者
は
１
名
で
令
和
６

年
１
月
よ
り
目
沼
地
内
で

野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

幸
手
市
へ
の
負
担

金
追
加
分
１
０
３
０

万
円
の
理
由
と
工
事
に
対

す
る
負
担
割
合
35
％
の
根

拠
は
。

　

幸
手
市
の
し
尿
処

理
場
の
工
事
請
負
費

が
年
度
途
中
で
増
額
さ
れ

た
こ
と
で
、
杉
戸
町
の
負

担
金
も
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

毎
年
４
月
１
日
に
幸
手
市

と
杉
戸
町
の
し
尿
処
理
事

務
委
託
経
費
の
協
議
書
を

取
り
交
わ
し
、
決
定
し
て

い
ま
す
。

　

構
築
業
務
委
託
料

の
内
容
は
。

　

現
在
、
児
童
生
徒

は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
端

末
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
７
年
度
、
次
回
の
更

新
で
ク
ロ
ー
ム
端
末
に
切

り
替
え
る
こ
と
か
ら
今
年

度
、
学
習
用
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
業
務
を
行
い

ま
す
。

　

手
数
料
追
加
分
118

万
３
千
円
の
理
由
は
。

　

収
納
代
行
手
数
料

１
件
当
た
り
55
円
が
、

人
件
費
等
の
見
直
し
で
80

円
に
価
格
改
定
し
た
か
ら

で
す
。

　

児
童
虐
待
お
よ
び

保
護
し
た
件
数
は
。

　

令
和
５
年
度
は
125

件
で
す
。
児
童
相
談

所
が
保
護
し
た
件
数
は
６

件
で
す
。

今後のスケジュールは

広島中学校体育館のエアコン広島中学校体育館のエアコン

避難所避難所であるである小中学校７校小中学校７校のの体育館体育館ににエアコン設置エアコン設置
令和７年度令和７年度にに工事へ工事へ 全員賛成で可決

令和６年度一般会計補正予算（第７号）　３億7587万円

工事費  約４億円
（国の緊急防災・減災事業債活用、町の負担は30％）

新
規
就
農
総
合
支
援

補
助
金

コ
ン
ビ
ニ
で
の

税
金
納
付
手
数
料

し
尿
処
理負

担
金
追
加

高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

宅配クック 123 配食のふれ愛

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

入札
▼

事業者と仮契約
▼

３月議会で契約の議決
▼

４月より機器の製作
▼

夏休み頃から順次設置工事開始
（３工区に分けて、１校で２～３か月工事）

小
中
学
校
、
学
習
用
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
業
務

配食サービスの食事
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指定管理

　

遊
具
の
点
検
の
実

施
状
況
は
。

　

昨
今
の
遊
具
等
へ

の
安
全
点
検
へ
の
関

心
の
高
ま
り
等
を
受
け
、

年
１
回
の
専
門
業
者
に
よ

る
定
期
点
検
に
加
え
て
、

会
員
等
に
よ
る
週
１
回
の

日
常
点
検
を
要
求
水
準
に

加
え
て
い
ま
す
。
日
常
点

検
に
関
す
る
講
習
会
の
受

講
を
促
す
と
と
も
に
、
点

検
結
果
を
日
本
公
園
施
設

業
協
会
が
示
す
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
用
い
て
報
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
報
告
書
や
利

用
者
満
足
度
調
査
を

今
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

指
定
管
理
者
に
提
出
を
義

務
づ
け
、
必
要
な
指
導
や

助
言
、
協
議
等
の
対
応
を

講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

調
査
の
実
施
と
報

告
に
つ
い
て
、
今
後

社
会
福
祉
協
議
会
と
調
整

し
ま
す
。

都市公園の指定管理者に都市公園の指定管理者に
杉戸町シルバー人材センターを指定杉戸町シルバー人材センターを指定

全員賛成で可決

すぎとピアの指定管理者にすぎとピアの指定管理者に
杉戸町社会福祉協議会を指定杉戸町社会福祉協議会を指定

全員賛成で可決

　

ふ
る
さ
と
元
気
村
で
は
、
15
名
定
員
で
ひ

と
り
１
時
間
程
度
を
目
安
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
部
屋
の
設
備
が
だ
い
ぶ
古
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
来
て
く
だ
さ
る
方
々
の
ニ

ー
ズ
を
、
よ
り
丁
寧
に
聞
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
は
、
設
備
を
も
っ
と
も
っ
と
充
実
し

て
い
き
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
元
気
に
日
常

を
送
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
元
気
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
元
気
村
に
来
て
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
増
え
、
町
内
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
方
も
元
気
村
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

高
齢
者
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
用
し
、
運
動

機
能
の
向
上
と
運
動
習
慣
の
定
着
化
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
、
事
前
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す
。

9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:30
※ すぎとピア休館日と毎月第3木曜の午前中
は講習会のためお休みです。

開 館 時 間

ふ
る
さ
と
元
気
村
と
は
・
・
・

主
な
質
疑

主
な
質
疑

西近隣公園にあるモップス西近隣公園にあるモップス

ふるさと元気村の様子

元気村スタッフの

藤
ふじ

島
しま

秀
ひで

勇
お

さんに
インタビュー

い
き
た
い
で
す
。
元
気
村
に
来
て
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
増
え
、
町
内
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
方
も
元
気
村
に
来

元気村スタッフの

藤
ふじ

島
しま

秀
ひで

勇
お

インタビュー
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人事・議案賛否

※ 指定管理者の指定（杉戸町彩の国いきいきセンターすぎとピア）については、議長が除斥となったことから、副議長が表決に参
加していないため「 - 」となっています。

12月定例会
傍聴者数

令和６年 第４回 杉戸町議会定例会　議員別表決結果一覧
○…賛成　×…反対　欠…欠席　除…除斥　棄…棄権　※議長は表決に参加しないため、「－」となっています。

政
（まつり）

創
　
新

共
産
党

日
　
本

公
明
党

無
会
派

野
口
　
俊
彦

濵
田
　
章
一

冨
澤
　
義
之

市
毛
　
大
助

太
田
　
康
之

原
田
壽
々
子

大
橋
　
芳
久

宮
田
　
雄
一

上
田
　
　
聡

江
口
　
栄
子

北
出
　
惠
造

平
川
　
忠
良

栗
原
　
偉
憲

久
松
　
祐
樹

伊
藤
美
佐
子

町
長
提
出
議
案

令和６年度杉戸町補正予算
一般会計（第６号）専決処分 2556 万 7000円 増額
衆議院解散に伴い、衆議院総選挙を執行する補正。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

一般会計（第７号）　　3億 7587万 6000円 増額
心身障がい者に係る各種負担金、職員給与費、介護保険特
別会計繰出金等を追加する補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

国民健康保険特別会計（第３号）37万 9000円 増額
手数料を追加する補正。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

介護保険特別会計（第２号） 2 億 4438万 7000円 増額
総務費、保険給付費、地域支援事業費を追加する補正。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

水道事業会計（第２号） 収益的支出 45 万 3000円 減額
給与費等の減額による営業費用を減額する補正。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

下水道事業会計（第２号） 収益的支出 407万 1000円 増額
給与費等の追加による営業費用を追加、消費税及び地方消
費税の追加による営業外費用の追加をする補正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

条例の制定・一部改正
杉戸町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正
人事院勧告に基づく一般職の期末手当及び勤勉手当の改定
に併せ、議会議員の期末手当についても同様となるよう改
正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × -

町長、副町長及び教育長の給与等に関する条例の一部改正
人事院勧告に基づく一般職の期末手当及び勤勉手当の改定
に併せ、町長、副町長及び教育委員会教育長の期末手当に
ついても同様となるよう改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × -

杉戸町職員の給与に関する条例等の一部改正
人事院勧告に基づき、職員の給与について国家公務員に準
じて改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × -

杉戸町国民健康保険条例の一部改正
診療報酬の算定方法の改正に伴い、引用する条項ずれを改
めるため改正。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

杉戸町国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険税率・税額の変更、減免規定の見直し等の改正。〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 欠 〇 -

杉戸町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影
響調査結果の縦覧等の手続に関する条例
大規模改修工事を進めていく上で、環境センターの操業が周
辺地域の生活環境に及ぼす影響について調査を行い、その結
果の縦覧及び意見書の提出方法を定める条例を制定。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 -

人事・その他
杉戸町教育委員会委員の任命
板
いた
橋
はし
昇
のぼる
 さん（任期満了につき再任）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
財産の取得（追認）　令和元年度～令和５年度
財産の名称：焼却設備点検整備業務委託用部品
取得価額：1億 548万 5655円
契約の相手方：株式会社神鋼環境ソリューション東京支社

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

財産の取得（追認）　令和２年度
財産の名称：小学校教師用指導書
取得価額：1238万 5890円
契約の相手方：有限会社田沼書店

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

財産の取得
財産の名称：焼却設備点検整備業務委託用部品
取得価額：1427万 3600円
契約の相手方：株式会社神鋼環境ソリューション東京支社

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

指定管理者の指定　杉戸町都市公園の管理について
「公益社団法人　杉戸町シルバー人材センター」を指定管理
者として指定。

〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

指定管理者の指定　杉戸町彩の国いきいきセンター　　
すぎとピアの管理について　
「社会福祉法人　杉戸町社会福祉協議会」を指定管理者とし
て指定。

-
※ 〇 除 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除

会 派 名

議員氏名
議案名

人
　
　
事

杉
戸
町
教
育
委
員
会
委
員
（
再
任
）

板い
た

橋は
し

昇の
ぼ
る

　
氏

３月定例会は、
２月10日（月）
開会予定です。

（本会議）

11月

26日 4人

29日 32人

12月

2日 21人

3日 21人

6日 4人

18日 3人

（常任委員会）

12月

11日 教育厚生 1人



8令和７年２月３日発行

一般質問

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対して、町の仕事の執行状況や将来の方針、
計画あるいは疑問点など幅広い視点から質問をすることです。
　12月定例会の一般質問は、11月29日、12月２日、３日の３日間で13人の議員が登
壇し、町政課題への提言や質問を行いました。

○野口俊彦議員…………………………… P９

１．町長公約事業の今後の取組は
２．少子化対策のさらなる取組は

○原田壽々子議員………………………… P９

１． 通院のためのタクシー補助の進捗は
２． 生涯学習センターと図書館の運営方法に
ついて生涯学習審議会と図書館協議会の
進め方は

３． 衆議院議員総選挙の投票率は

○上田聡議員……………………………… P10

１． 図書館運営は直営を維持せよ

○太田康之議員…………………………… P10

１．明日の農業担い手育成杉戸塾の今後は

○栗原偉憲議員…………………………… P11

１．アグリパークゆめすぎとの未来は
２． 日光街道杉戸宿の未来は

○平川忠良議員…………………………… P11

１． 町の防犯対策は
２．男女共同参画推進の取組は
３．官民連携の推進を

○冨澤義之議員…………………………… P12

１．西地区小学校の統廃合計画の見直しを
２．南側水路整備手法検討業務の進捗状況は

○宮田雄一議員…………………………… P12

１． コンパクトシティの実現と空き家対策の
矛盾点にどう向き合うのか

２． アグリパークの改装計画の進捗状況と今
後の見通しは

３． 下野久喜線における久喜市との調整状況は

○久松祐樹議員…………………………… P13

１． 子どもたちをいじめから守る体制の強化を
２． 地域活性化の拠点となるアグリパーク
ゆめすぎとへ

３． マイナ保険証活用のリスクは

○市毛大助議員…………………………… P13

１． 町の財政健全化策は
２．町道の緊急改修について

○江口栄子議員…………………………… P14

１．杉戸町の不登校対策の拡充を

○北出惠造議員…………………………… P14

１． 町民のいのちとくらしを守れ
２． 西小学校・高野台小学校の統廃合は見直しを

○大橋芳久議員…………………………… P15

１． 衆議院議員総選挙における町長公約実現
への影響は

２． 「事業内容の変更」とは何か
３． 町長答弁の再認識を問う

一般質問
二次元コード

映 像
配信中

※網掛け項目に関わる記事を掲載しています。

人の議員が13
町政を問う
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一般質問

い
る
の
か
。
当
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
、
貢
献
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

答
町
長　
当
町
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
新
た
な
国
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
の
方
向
性
、
手

応
え
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
感
覚
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

病
院
誘
致
に
対
す
る
協
力
に

問　
窪
田
町
長
は
就
任
以
来
、

前
衆
議
院
議
員
と
は
連
携
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先

に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
結
果
に
お
い
て
国

と
の
強
い
パ
イ
プ
、
生
命
線

が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
今

後
、
町
長
優
先
政
策
事
業
を

進
め
る
上
で
支
障
は
な
い
か
。

答
町
長　
立
場
が
変
わ
っ

て
も
、
こ
れ
ま
で
活
動
さ
れ

て
き
た
実
績
や
人
脈
に
加
え
、

専
門
的
な
知
見
等
に
よ
り
、

今
後
も
有
意
義
な
情
報
や
助

言
は
頂
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
新
し
く
就
任
さ
れ
た
第

13
区
選
出
の
衆
議
院
議
員
と

は
、
今
後
政
策
に
対
す
る
繋

が
り
や
連
携
に
つ
い
て
、
町

長
自
身
ど
の
よ
う
に
考
え
て

つ
い
て
、
町
長
自
身
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

答
町
長　
様
々
な
立
場
の

方
と
関
係
性
を
築
く
こ
と
は
、

病
院
誘
致
に
限
ら
ず
他
の
公

約
事
業
や
町
の
施
策
を
推
進

す
る
上
で
、
有
意
義
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
病
院
誘

致
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
域

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
お
話

し
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
公
約
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は

更
な
る
連
携
を
図
り
進
め
ま
す

問　
町
民
に
寄
り
添
う
施
策

と
し
て
の
進
捗
は
。

答
町
長　
要
望
や
財
政
状

況
を
踏
ま
え
総
合
的
・
大
局

的
に
進
め
ま
す
。

問　
地
域
公
共
交
通
と
は
相

い
れ
な
い
も
の
で
、
日
頃
は

自
主
自
立
で
頑
張
っ
て
い
る

方
の
突
然
の
病
は
計
画
的

に
依
頼
で
き
な
い
か
ら
こ
そ

タ
ク
シ
ー
助
成
は
必
要
で
す
。

古
河
市
や
前
橋
市
の
先
進
事

例
に
対
す
る
見
解
は
。

答
高
齢
介
護
課
長　
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化

し
た
タ
ク
シ
ー
助
成
等
、
当

町
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
を
進
め
ま
す
。

問　
国
の
施
策
以
外
で
、
高

齢
者
事
業
の
全
体
の
割
合
は
。

答
総
合
政
策
課
主
幹

0.5

％
で
す
。

問　
元
気
な
高
齢
者
に
支
え

ら
れ
て
い
る
当
町
で
、
0.5
％

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長　
ご
提
案
を
重
く

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

図
書
館
の
運
営
方
法
は

問　
資
料
を
読
み
解
く
と
、

580
万
円
の
人
件
費
で
疲
弊
し

て
い
た
仕
事
量
を
、
民
間
な

ら
346
万
円
で
で
き
る
根
拠
は
。

答
社
会
教
育
課
長　
あ
く

ま
で
も
概
算
で
す
。
今
後
、

疑
義
が
生
じ
る
部
分
も
含
め
、

決
定
次
第
、
詳
細
を
提
示
し

ま
す
。

問　
指
定
管
理
の
方
が
、
職

員
が
他
課
に
異
動
す
る
だ
け

な
の
で
、
全
体
で
は
２
０
０

０
万
増
額
に
な
る
の
で
は
。

答
同
課
長　
資
料
は
カ
ル

ス
タ
の
運
営
費
用
だ
け
で
す
。

▲　元気な高齢者にもっと寄り添う施策を！！

タ
ク
シ
ー
の
通
院
補
助
の
進
捗
は

既
存
施
策
の
効
果
を
見
極
め
て
い
ま
す

一般質問
二次元コード

一般質問
二次元コード

▼　まちづくりに挑戦

野
のぐ

口
ち

俊
とし

彦
ひこ

議員

原
はら

田
だ

壽
す

々
ず

子
こ

議員

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

図
書
館
の
運
営
方
法
は
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社
会
教
育
課
は
今
年
９
月

の
第
３
回
図
書
館
協
議
会
で
、

「
社
会
教
育
課
と
し
て
は
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
最

適
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
伺
う
。

問　
町
想
定
の
委
託
料
は
６

７
０
０
万
円
で
県
平
均
の
約

３
分
の
１
、
職
員
１
人
当
た

り
換
算
額
は
約
291
万
円
で
県

平
均
の
半
分
で
あ
る
。
こ
れ

で
同
協
議
会
が
答
申
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
か
。

答
社
会
教
育
課
長　
答
申

を
参
考
に
し
つ
つ
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
最
大
の
効
果

が
得
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問　
第
６
次
総
合
振
興
計
画

の
中
で
掲
げ
た
、
年
間
１
人

当
た
り
貸
出
冊
数
6.6
冊
と
い

う
KPI
目
標
を
６
７
０
０
万
円

の
指
定
管
理
料
で
達
成
で
き

る
と
確
信
し
て
い
る
の
か
。

答
同
課
長　
質
の
高
い
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
の
で
、
そ
の
結
果
、
貸
出

数
の
増
加
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
温

床
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
金
額
だ

け
を
評
価
基
準
に
す
る
入
札

で
は
な
く
、
提
案
内
容
も
加

味
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
選
定
に
な
ろ
う
と
の

こ
と
だ
が
、
６
７
０
０
万
円

と
い
う
見
積
額
は
、
そ
れ
相

当
に
上
が
る
と
み
て
い
い
か
。

答
同
課
長　
サ
ー
ビ
ス
水

準
が
決
ま
り
次
第
、
正
式

な
指
定
管
理
料
と
な
り
ま
す

が
、
人
件
費
の
高
騰
等
も
あ

り
、
こ
の
金
額
で
は
な
か
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
運
営
は
直
営
を
維
持
せ
よ

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
最
適
で
す

問　
当
町
は
全
国
的
に
み
て

東
京
に
最
も
近
い
農
産
地
で

あ
り
、
売
先
も
多
く
、
ア
グ

リ
パ
ー
ク
や
杉
戸
農
業
高
校
、

担
い
手
育
成
塾
が
あ
り
、
新

規
就
農
に
最
適
で
あ
る
。
若

く
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
東

京
に
向
け
て
塾
生
募
集
Ｐ
Ｒ

を
強
化
し
て
は
。

答
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
町
や
塾
の
魅
力
・
体
験
談

等
を
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す
る

こ
と
で
、
東
京
の
み
な
ら
ず

全
国
に
向
け
発
信
し
ま
す
。

問　
指
導
す
る
サ
ポ
ー
ト
メ

ン
バ
ー
に
、
卒
塾
生
を
加
え

て
は
い
か
が
か
。

答

同
局
長　
研
修
環
境
・

苦
労
を
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

問　
入
塾
後
に
袋
詰
等
作
業

場
が
無
く
苦
労
す
る
。
ア
グ

リ
パ
ー
ク
内
に
塾
生
用
作
業

場
を
造
り
、
新
規
就
農
者
育

成
拠
点
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
同
局
長　
理
想
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
場
所
・
費
用

等
難
し
い
状
況
で
す
。

問　
担
い
手
の
奪
い
合
い
が

既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
少
額

で
も
町
独
自
の
補
助
金
制
度

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
同
局
長　
先
進
事
例
を

調
査
研
究
し
ま
す
。

問　
当
町
は
数
々
の
優
位
な

特
徴
を
既
に
持
っ
て
い
る
の

で
「
新
規
就
農
者
が
集
ま
る

町
杉
戸
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
と
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

答
同
局
長　
良
い
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
よ
り
人
口
増
に

つ
な
が
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
の
で
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

▲　新規就農者が集まる町 杉戸に！

▼　再来年度からの運営方法をめぐって揺れる
杉戸町立図書館

一般質問
二次元コード

一般質問
二次元コード

明
日
の
農
業
担
い
手
育
成
塾
の
今
後
は

多
様
な
支
援
の
検
討
が
必
要
で
す

一般質問

上
うえ

田
だ

聡
さとし

 議員

太
おお

田
た

康
やす

之
ゆき

議員
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問　
日
光
街
道
沿
い
に
残
る

古
民
家
群
の
一
つ
で
あ
る
角

穀
跡
が
、
売
却
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
現
存
す
る
古
民

家
に
対
し
、
保
護
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
と
し

て
の
見
解
を
伺
う
。

答
社
会
教
育
課
長　
ま
ず

は
角
穀
跡
の
文
化
財
的
な

価
値
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

専
門
家
に
よ
る
詳
細
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
が
第
一
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
所
有

者
に
対
し
要
請
を
し
て
い
る

状
況
で
す
。

問　
よ
り
文
化
的
な
価
値
を

高
め
る
た
め
調
査
し
、
何
ら

か
の
形
で
こ
の
角
穀
跡
を
保

存
し
て
い
く
と
い
う
解
釈
で

よ
い
の
か
。

答
同
課
長　
ま
ず
調
査
を

し
て
、
文
化
的
価
値
が
あ
れ

ば
、
保
存
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
文
化
的
な
価
値
が
な
く

と
も
、
観
光
資
源
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答
産
業
振
興
課
長　
観
光

振
興
は
も
と
よ
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
文
化
面
、
観
光
面
、
ま

た
、
こ
の
角
穀
跡
に
関
し
て

は
、
民
間
の
方
が
様
々
な
活

用
を
考
え
て
い
る
。
町
の
未

来
像
の
計
画
に
則
り
、
履
行

す
べ
き
で
は
。

答
副
町
長　
杉
戸
町
の
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、

公
費
を
投
入
し
て
で
も
必
要

と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
関
し

ま
し
て
は
、
町
と
し
て
は
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

日
光
街
道
杉
戸
宿
の
未
来
は

町
の
歴
史（
宿
場
町
）は
町
民
の
財
産

問　
近
年
、
闇
バ
イ
ト
に
よ

る
強
盗
や
特
殊
詐
欺
事
件
が

相
次
ぎ
、
当
町
で
も
詐
欺
や

空
き
巣
被
害
な
ど
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
町
内
の
状
況
は
。

答
危
機
管
理
課
長　
令
和

５
年
は
特
殊
詐
欺
が
２
件
、

空
き
巣
被
害
が
11
件
、
刑
法

犯
事
件
が
201
件
で
す
。

問　
町
が
行
っ
て
い
る
防
犯

対
策
は
。

答
同
課
長　
杉
戸
警
察
署

か
ら
犯
罪
予
兆
の
情
報
が
入

り
次
第
、
防
災
行
政
無
線
で

の
放
送
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス「
す
ぎ
め
ー
。」に
よ
り
、

防
犯
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
青
色
回
転
灯
を

装
備
し
た
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
車
両
に
よ
り
、
役
場
職

員
が
児
童
の
下
校
時
間
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

問　
児
童
生
徒
の
ス
マ
ホ
の

危
険
性
に
対
す
る
取
組
は
。

答
学
校
教
育
課
長　
警
察

署
等
と
連
携
し
、
情
報
モ
ラ

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
に

つ
い
て
、
学
習
し
て
い
ま
す
。

問　
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は
。

答
危
機
管
理
課
長　
公
共

施
設
等
に
48
台
、
今
年
度
小

学
校
６
校
に
12
台
、
幼
稚
園

２
園
に
４
台
設
置
し
ま
す
。

問　
埼
玉
県
坂
戸
市
で
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
付
き
自
動
販
売

機
を
公
園
等
に
５
台
設
置
し

ま
し
た
。
当
町
に
お
け
る
公

園
等
へ
の
設
置
の
推
進
は
。

答
町
長　
効
果
的
な
防
犯

対
策
の
一
つ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
総
合
的
に

判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼　古民家群の一つである角穀跡／小島定右衛門邸

一般質問
二次元コード

一般質問
二次元コード

防
犯
カ
メ
ラ
付
き
自
販
機
設
置
の
推
進
を

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す

▲　公園等に防犯カメラ付き自動販売機を
（流灯ふれあい館に設置）

平
ひら

川
かわ

忠
ただ

良
よし

議員

栗
くり

原
はら

偉
たけ

憲
のり

議員
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一般質問

問　
多
く
の
住
民
の
方
か
ら
、

高
野
台
小
学
校
の
開
設
説
明

会
で
、
高
齢
者
の
施
設
に
変

更
で
き
る
仕
様
と
の
説
明
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
実
際
は

ど
う
な
の
か
。

答
教
育
総
務
課
長　
当
時

の
説
明
会
資
料
が
残
っ
て
い

な
い
た
め
正
確
な
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

問　
高
野
台
小
学
校
へ
の
統

合
は
決
定
し
て
い
る
の
か
。

答
同
課
長　
会
議
で
高
野

台
小
学
校
の
利
用
が
決
定
し

て
い
ま
す
。

問　
再
度
意
見
交
換
会
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
同
課
長　
計
画
の
変
更

が
な
い
た
め
、
意
見
交
換
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
令
和
７
年
度
か

ら
新
校
設
立
準
備
委
員
会
を

設
置
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
保

護
者
の
代
表
の
方
、
地
域
の

方
等
に
参
加
い
た
だ
き
、
集

約
し
た
形
の
中
で
統
合
に
つ

い
て
建
設
的
な
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
同
課
長　
西
小
学
校
の

西
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
西

第
２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

高
野
台
小
学
校
に
移
転
す
る

方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
を
統
廃
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
別

に
高
野
台
小
学
校
で
な
く
て

も
良
い
は
ず
。
問
題
が
あ
る

と
す
れ
ば
財
政
。
町
を
盛
り

上
げ
て
い
く
た
め
、
守
り
で

は
な
く
、
攻
め
の
窪
田
町
長

を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
地
区
小
学
校
の
統
廃
合
計
画
の
見
直
し
を

計
画
変
更
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

問　
改
装
計
画
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

答
産
業
振
興
課
長　
基
本

計
画
作
成
後
、
昨
年
度
に
完

成
し
た
屋
根
外
壁
等
改
修
工

事
設
計
と
本
館
棟
の
既
存
部

分
の
す
り
合
わ
せ
、
構
造
計

算
等
の
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
増
築
部
分
の
外
壁

材
や
内
装
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
も
実
施
設
計
で
検
討
し
、

令
和
7
年
3
月
中
に
設
計
書

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

問　
デ
ザ
イ
ン
や
運
用
コ
ン

セ
プ
ト
は
。

答
同
課
長　
外
観
は
ア
グ

リ
パ
ー
ク
の
シ
ン
ボ
ル
イ

メ
ー
ジ
を
保
ち
つ
つ
、
室
内

を
お
し
ゃ
れ
な
空
間
に
変
え
、

客
層
を
広
げ
て
新
た
な
集
客

を
目
指
し
ま
す
。

問　
売
り
場
の
拡
張
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
同
課
長　
直
売
所
と
食

堂
を
ア
ー
チ
部
分
で
統
合
し
、

駐
車
場
か
ら
公
園
へ
の
通
路

は
建
物
内
部
を
経
由
す
る
レ

イ
ア
ウ
ト
案
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

下
野
久
喜
線

問　
前
回
の
一
般
質
問
か
ら

3
か
月
が
経
過
し
た
が
、
久

喜
市
と
の
具
体
的
な
話
し
合

い
は
行
っ
た
の
か
。

答
町
長

11
月
20
日
に
行

い
ま
し
た
。

問　
橋
梁
工
事
で
は
着
工
日

程
の
目
標
が
重
要
だ
が
、
具

体
的
な
日
程
は
。

答
町
長　
当
初
計
画
の
令

和
８
年
度
よ
り
も
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

一般質問
二次元コード

一般質問
二次元コード

ア
グ
リ
パ
ー
ク
改
装
計
画
の
進
捗
状
況
は

3
月
中
に
設
計
書
が
完
成
予
定
で
す

▲　進化できるのか？アグリパーク 

▼ 西地区にある二つの小学校。西小学校と高野台小学校

冨
とみ

澤
ざわ

義
よし

之
ゆき

議員

宮
みや

田
た

雄
ゆう

一
いち

議員

下
野
久
喜
線
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一般質問

問　
当
町
の
令
和
５
年
度
末

の
い
じ
め
認
知
件
数
は
小
学

校
145
件
、
中
学
校
７
件
、
解

消
件
数
は
小
学
校
101
件
、
中

学
校
６
件
で
あ
る
。
未
解
消

の
い
じ
め
へ
の
対
応
は
。

答
学
校
教
育
課
長　
学
校

生
活
で
の
苦
痛
を
取
り
除
く

こ
と
が
最
優
先
で
す
。
子
ど

も
の
心
に
寄
り
添
い
、
安
心

し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
各
学
校
で
組
織
的
に
対

応
し
、
家
庭
と
連
携
し
取
り

組
み
ま
す
。

問　
大
阪
府
寝
屋
川
市
で
は
、

学
校
や
教
育
委
員
会
で
の
通

常
の
対
応
（
教
育
的
ア
プ
ロ

ー
チ
）
に
は
限
界
が
あ
る
と

し
て
、
行
政
が
独
自
に
聞
き

取
り
調
査
等
を
行
い
、
解
決

に
向
け
動
い
て
い
る
。
１
か

月
以
内
に
い
じ
め
行
為
を
停

止
さ
せ
、
全
件
で
い
じ
め
行

為
の
終
結
を
確
認
し
て
い
る
。

当
町
で
も
教
育
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
か
。

答
同
課
長　
学
校
外
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
教
員
の
目
の
届
か

な
い
事
案
に
は
、
対
応
に
苦

慮
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
認
知
後
は
丁
寧
な
聞

き
取
り
等
か
ら
事
実
の
確
認
、

把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
杉
戸
町
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
条
例
の
検
討
や
研
究

の
進
捗
は
。

答
同
課
長　
条
例
制
定
に

向
け
て
、
ま
ず
は
関
係
者
の

意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
杉
戸
町
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
の
委
員

の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
、
制

定
自
治
体
の
状
況
等
を
総
合

的
に
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

未
解
消
の
い
じ
め
へ
の
対
応
は

学
校
と
家
庭
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す

問　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
歳

入
増
に
有
効
的
な
政
策
で

あ
る
。
町
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
収
入
を
増
加
さ
せ
、

歳
入
確
保
に
つ
な
げ
る
政
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
っ

て
い
る
の
か
。

答
総
合
政
策
課
主
幹　
寄

附
金
収
入
の
増
加
を
図
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

５
社
を
活
用
し
て
、
寄
附
者

が
寄
附
し
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
た
情
報
発
信
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
茨
城
県
境
町
や
五
霞
町

の
よ
う
に
、
専
門
部
署
を
つ

く
る
考
え
は
。

答

同
主
幹　
当
町
で
は
、

総
合
政
策
課
に
お
け
る
通
常

業
務
と
兼
務
す
る
形
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
業
務
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
専
門
部
署
の
創
設
や
専

門
の
外
部
団
体
と
の
連
携
は

有
用
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
進
自

治
体
に
お
い
て
も
成
功
し
た

点
、
失
敗
し
た
点
等
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
多
い

団
体
は
、
町
長
を
筆
頭
に
目

標
を
共
有
し
て
、
そ
れ
に
向

け
て
団
結
し
て
進
ん
で
い
る

印
象
を
受
け
る
。
町
長
の
見

解
は
い
か
が
か
。

答
町
長　
寄
附
金
収
入
の

増
加
に
向
け
て
、
私
自
身

も
っ
と
汗
を
か
い
て
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
杉
戸
町
の
名
を
広
め
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増

加
に
向
け
て
、
今
ま
で
以
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一般質問
二次元コード

一般質問
二次元コード

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
加
さ
せ
る
対
策
は

寄
附
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す

▲　杉戸町の人気ナンバーワン「ウナギの蒲焼き」

▼　視察に伺った寝屋川市役所
子どもの笑顔をみんなで守っていきたい！

久
ひさ

松
まつ

祐
ゆう

樹
き

議員

市
いち

毛
げ

大
だい

助
すけ

議員
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問　
小
中
学
校
の
不
登
校
の

人
数
は
。

答
学
校
教
育
課
長　
小
学

校
で
36
名
、
中
学
校
で
84
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
杉
戸
町
の
不
登
校
問
題

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

答
町
長　
重
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
一
人

一
人
が
学
校
に
居
場
所
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
安

心
し
て
自
分
を
伸
ば
せ
る
学

校
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
教
育
相
談
所
へ
の
相
談

件
数
は
。

答
学
校
教
育
課
長

378
件

で
、
ほ
と
ん
ど
が
不
登
校
に

関
す
る
も
の
で
す
。

問　
不
登
校
児
へ
の
支
援
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

行
う
こ
と
は
い
か
が
か
。

答
同
課
長　
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
は
可
能
で
す
。
出

席
扱
い
等
の
要
件
は
、
各
学

校
の
校
長
が
判
断
し
ま
す
。

問　
令
和
7
年
度
に
開
校
す

る
杉
戸
南
中
学
校
に
、
リ
ソ

ー
ス
ル
ー
ム
の
設
置
を
提
案

す
る
が
見
解
は
。

答
同
課
長　
杉
戸
南
中
学

校
は
来
年
度
新
設
校
と
な
り
、

生
徒
の
環
境
や
人
間
関
係
の

変
化
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
過
度
の
競
争
と
管
理
の

教
育
を
改
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
今
こ
そ
子
ど
も
が

通
い
た
く
な
る
学
校
を
つ
く

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

教
育
長　
「
多
様
な
個

性
を
持
つ
全
て
の
子
ど
も
た

ち
に
居
場
所
を
」
を
合
言
葉

と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

杉
戸
町
の
不
登
校
対
策
の
拡
充
を

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す

問　
低
所
得
世
帯
や
子
育
て

世
帯
へ
の
生
活
支
援
金
の
給

付
、
水
道
基
本
料
金
・
学
校

給
食
費
の
減
免
な
ど
、
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活

用
し
た
物
価
高
騰
対
策
を
。

答
総
合
政
策
課
主
幹　
低

所
得
世
帯
支
援
枠
の
拡
大
な

ど
、
生
活
者
や
事
業
者
を
支

援
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
早

期
の
予
算
化
を
目
指
し
ま
す
。

答
町
長　
速
や
か
に
当
町

で
も
決
定
し
、
町
民
の
皆
様

の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

西
小
学
校
・
高
野
台
小
学
校

の
統
廃
合
は
見
直
し
を

問　
両
校
と
も
指
定
避
難
所

で
あ
る
。
西
小
学
校
廃
校
後

の
跡
地
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
教
育
総
務
課
長　
西
小

学
校
の
閉
校
後
の
跡
地
利

用
は
未
定
で
す
が
、
指
定
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
体
育
館

に
つ
い
て
は
、
空
調
整
備
を

し
た
上
で
避
難
所
と
し
ま
す
。

校
舎
は
安
全
面
か
ら
活
用
は

難
し
い
で
す
。

問　
双
方
の
築
年
数
、
老
朽

化
の
度
合
い
、
建
築
費
の
単

純
比
較
で
高
野
台
小
学
校
を

残
す
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

答
同
課
長　
小
学
校
の
望

ま
し
い
規
模
や
適
正
配
置
の

基
準
に
基
づ
き
、
学
校
再
編

を
進
め
て
お
り
、
施
設
の
新

し
い
高
野
台
小
学
校
を
利
用

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問　
財
政
面
か
ら
も
西
小
学

校
を
残
し
た
方
が
良
い
。
住

民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
。

答
町
長　
学
校
に
通
う
児

童
生
徒
に
と
っ
て
何
が
一
番

か
を
考
え
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

一般質問
二次元コード

一般質問
二次元コード

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
は

臨
時
交
付
金
な
ど
速
や
か
に
対
応
し
ま
す

一般質問

▼　すべての学校に
リソースルーム（少人数支援室）を

▲　朝の西小学校～指定避難所である西小を
残して下さい！

西
小
学
校
・
高
野
台
小
学
校

の
統
廃
合
は
見
直
し
を

の
統
廃
合
は
見
直
し
を

江
え

口
ぐち

栄
えい

子
こ

議員

北
きた

出
で

惠
けい

造
ぞう

議員
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問　
先
の
議
会
で
町
長
は
事

業
内
容
の
変
更
を
行
う
こ
と

で
公
約
を
実
現
す
る
と
い
う

真
意
を
掴
み
取
れ
な
い
発
言

を
さ
れ
た
が
、
そ
の
真
意
は
。

答

町
長　
事
業
の
内
容
・

手
法
の
「
修
正
」
を
も
っ
て

公
約
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
実
施
時
期

や
予
算
規
模
の
修
正
を
行
う

こ
と
で
す
。

問　
予
算
規
模
の
修
正
や
実

施
時
期
の
変
更
な
ど
で
公
約

が
実
現
す
る
の
か
、
そ
の
よ

う
な
問
題
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
町
長　
私
は
実
現
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
そ
の
根
拠
は
何
な
の
か
。

答
町
長　
で
き
な
い
根
拠

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
浦
和
美
園
地
区
で
順
天

堂
大
学
の
病
院
建
設
が
と
ん

挫
し
た
。
情
報
収
集
を
し
て

い
た
と
い
う
が
、
こ
う
な
っ

た
と
き
に
ど
う
い
う
行
動
を

取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
。

答
町
長　
規
模
を
縮
小
し

た
中
で
進
め
て
い
く
と
い
う

感
じ
で
、
私
は
受
け
止
め
て

い
ま
し
た
。　

問　
町
長
は
、
東
武
鉄
道
や

医
療
関
係
者
と
話
を
し
た
と

い
う
が
、
そ
の
中
身
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
。

答
町
長　
病
院
誘
致
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。　

毎
回
感
じ
る
が
、

町
長
の
答
弁
は
本
質
か
ら
ず

れ
る
こ
と
が
多
く
、
か
み
合

っ
た
議
論
を
し
た
い
。

予
算
規
模
の
変
更
で
公
約
実
現
可
能
か

で
き
な
い
根
拠
は
な
い
と
思
い
ま
す

　
茨
城
県
土
浦
市
と
福

島
県
二
本
松
市
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。

　

土
浦
市
で
は
主
に
、

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」
を
目
的
と
し
た
、

行
政
事
務
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
地
域
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
等
を
推
進
す

る
先
進
事
例
を
学
び
ま

し
た
。

　
二
本
松
市
で
は
、
主

に
「
道
の
駅
ふ
く
し
ま

東
和
」
等
に
よ
る
、
新

規
就
農
者
の
移
住
・
定

住
を
促
進
す
る
先
進
事

例
を
学

び
ま
し

た
。

　

今
後
、

視
察
の

成
果
の

具
現
化

に
取
り

組
み
ま

す
。 一般質問

二次元コード

一般質問・請願・委員会レポート

土浦市でDX推進の話を伺う

多世代が楽しめる
体験型美術館

▼　かみ合う答弁を

　
令
和
６
年
８
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
提
出
し
た「
請
願
書（
埼

玉
県
天
然
記
念
物
、
高
野
砂
丘
に
隣
接
す
る
土
地
の
県
天
然
記
念
物

追
加
指
定
に
つ
い
て
町
長
に
よ
る
辞
退
判
断
の
撤
回
及
び
追
加
指
定

の
同
意
を
求
め
る
件
）」
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
町
長
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
】

　
令
和
６
年
２
月
22
日
、杉
戸
町
下
野
の
天
然
記
念
物
「
高
野
砂
丘
」

に
隣
接
す
る
町
有
地
を
県
天
然
記
念
物
の
追
加
指
定
す
る
県
の
提
案

を
辞
退
し
た
町
長
決
定
を
撤
回
の
上
、
追
加
指
定
の
同
意
を
求
め
ま

す
。

【
結
果
報
告
】

　
埼
玉
県
教
育
委
員
会
へ
「
辞
退
書
の
撤
回
文
書
」
を
提
出
す
る
と

と
も
に
、
今
後
改
め
て
追
加
指
定
の
同
意
書
提
出
が
依
頼
さ
れ
た
際

に
は
、
こ
れ
を
提
出
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点

と
し
て
焼
津
市
タ
ー
ン

ト
ク
ル
こ
ど
も
館
を
視

察
。
お
も
ち
ゃ
と
絵
本
の

一
体
的
な
整
備
は
、
地
域

の
活
性
化
と
商
店
街
の

に
ぎ
わ
い
創
出
等
俯
瞰

的
発
展
に
つ
な
が
っ
た
。

当
町
で
も
東
中
学
校
跡

地
利
用
等
参
考
に
す
べ

き
で
あ
る
。

⑵
水
辺
再
生
の
取
り
組

み
と
し
て
、
三
島
市
の
源

兵
衛
川
の
再
生
を
視
察
。

清
流
を
復
活
さ
せ
た
い

市
民
の
情
熱
を
強
く
感

じ
た
。
水
を
確
保
す
る
た

め
に
、
行
政
と
市
民
が
一

緒
に
な
っ
て
要
請
す
る

等
、
当
町
に
も
生
か
せ
る

部
分
が
あ
る
は
ず
だ
。

大
おお

橋
はし

芳
よし

久
ひさ

議員

「
請
願
の
結
果
報
告
」

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
（
10
月
10
・
11
日
）

総
務
建
設
常
任
委
員
会（
10
月
17・18
日
）



           

ほそ あい        い

第
59号

編
集
後
記

　
新
年
を
迎
え
１
か
月
が
経
ち
、

慌
た
だ
し
さ
か
ら
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
私
た
ち
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
に
と
り
、
非
常
に

大
き
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
で
き

れ
ば
若
い
世
代
に
手
に
取
っ
て

い
た
だ
き
、
叶
う
な
ら
ば
さ
ら

に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
思
い
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
随
時
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
厳
し
い
お
声
も

頂
戴
す
る
一
方
、
興
味
が
わ
く

よ
う
に
な
っ
た
と
、
そ
れ
を
上

回
る
う
れ
し
い
反
響
や
、
議
会

だ
よ
り
が
設
置
し
て
あ
る
ラ
ッ

ク
か
ら
は
議
会
だ
よ
り
が
な
く

な
る
な
ど
、
思
い
も
か
け
な
い

影
響
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

変
え
る
の
は
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
が
、
大
切
な
こ

と
だ
と
思
わ
せ
ら
れ
た
出
来
事

で
し
た
。
己
を
振
り
返
り
、
自

分
の
至
ら
な
さ
も
変
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
大
橋
芳
久
）

こ
ん
に
ち
は
 杉
戸
議
会
で
す

　

議
会
は
面
白
そ
う
で
す

ね
！

　
杉
戸
町
議
会
の
傍
聴
に
あ

た
っ
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
事
前
に
掲
載
さ
れ
る
「
一

般
質
問
通
告
書
」
に
前
も
っ

て
目
を
通
し
、
時
に
は
、
某

自
治
体
施
策
（
家
事
育
児
分

担
に
お
け
る
本
音
調
査
）
の

入
選
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
知
ら
ぬ
コ
ト
か
ら
自
分
ゴ

ト
に
」
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
の
傍
聴
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
が
、
時
に
は
、
自
分
に
は

関
係
な
い
と
考
え
、
傍
聴
席

に
座
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
あ
、
傍
聴
に
向
か
い
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
土
日
・
休
日
の
議

会
開
催
が
可
能
と
な
れ
ば
、

今
よ
り
多
く
の
方
が
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
、
杉
戸
町
議

会
の
活
性
化
と
町
民
の
満
足

度
の
更
な
る
向
上
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
126 号

　
令
和
7
年
2
月
3
日
発
行

16

議会や議会だよりに関するご意見・ご感想はこちらまで

発
行
・
杉
戸
町
議
会
　
編
集
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
☎
〇
四
八
〇
33
一
一
一
一

〒
三
四
五
―
八
五
〇
二
　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
二
丁
目
九
番
二
九
号

議会だより編集委員会
委　員　長 上田　　聡
副 委 員 長 久松　祐樹
委　　　員 平川　忠良
 大橋　芳久
 栗原　偉憲
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古民家オープンシェアハウス「八百宿（やおやど）」管理人　細井　愛 さん

　
旧
日
光
街
道
沿
い
で
「
八
百
宿
（
や
お

や
ど
）」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
も
と
も
と
金
物
屋
だ
っ
た
築
１
０
０

年
の
古
民
家
で
、
趣
は
そ
の
ま
ま
に
地
域

の
皆
さ
ん
に
空
間
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
２
０
２
３
年
か
ら
は
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
兼
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
・

各
種
教
室
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
一
棟
貸
し
の
古
民
家
宿
と
し
て

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指
し
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。
宿
開
業
を
目

指
す
き
っ
か
け
は
、
20
代
で
経
験
し
た
南

米
一
周
の
一
人
旅
で
す
。
地
元
の
人
々
の

温
か
な
暮
ら
し
や
、
世
界
中
の
人
が
集
う

宿
に
滞
在
し
た
経
験
か
ら
「
人
々
が
つ
な

が
る
場
所
」
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
の
場
所
に
、
ま
た
帰
ろ
う
。」

―
歴
史
が
手
招
き
す
る
癒
し
空
間
―

　
「
八
百
宿
」
と
い
う
名
前
に
は
、
た
く

さ
ん
の
ひ
と
・
も
の
・
コ
ト
が
宿
る
場
所
、

と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

杉
戸
宿
に
は
宿
泊
施
設
が
一
軒
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
町
に
新
し
い
宿
を
つ
く
る
こ

と
で
、
世
界
中
か
ら
人
が
訪
れ
、
地
元
の

人
々
と
交
流
し
、
ま
た
帰
り
た
く
な
る
場

所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が

交
流
や
体
験
を

通
じ
て
視
野
を

広
げ
ら
れ
る
場

に
な
る
こ
と
も

願
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
飲
食
店
を
併
設
し
た
宿
を

目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
長
く

愛
さ
れ
る
場
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

取
材
：
栗
原
偉
憲

北葛飾郡杉戸町杉戸1-3-16
八百宿（やおやど）古民家オープン

シェアスペース

議
会
を
傍
聴
し
て

内田在住

若
わか

林
ばやし

正
まさ

樹
き

さん


